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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＵＳＢマスタとして機能するＵＳＢ機器と接続され、ＵＳＢスレーブとして機能する携
帯端末であって、
　前記ＵＳＢ機器のＵＳＢコネクタが挿入されるＵＳＢポートと、
　前記接続されるＵＳＢ機器が内部電源を有しない場合に、前記ＵＳＢコネクタが前記Ｕ
ＳＢポートに挿入された状態において、前記ＵＳＢ機器の電源端子に接触して前記ＵＳＢ
機器に電源を供給するための、前記ＵＳＢポートとは別に設けられた電源供給用端子と、
　前記電源供給用端子から電源の供給を行う電源モジュールと、
　前記電源モジュールの制御、及び、前記ＵＳＢポートを介した通信の制御を行う制御部
と、を有し、
　前記制御部は、前記ＵＳＢ機器を利用するアプリケーションプログラムが当該携帯端末
において起動された場合に、前記電源モジュールを制御して、前記電源供給用端子から前
記電源の供給を開始し、前記電源供給の開始後、所定の時間内に前記ＵＳＢポートが接続
確立要求を受け付けた場合には、前記ＵＳＢ機器との接続を確立し、前記所定の時間内に
前記ＵＳＢポートが前記接続確立要求を受け付けない場合には、前記ＵＳＢ機器の装着を
促すメッセージを出力することを特徴とする携帯端末。
【請求項２】
　請求項１に記載の携帯端末において、
　前記制御部は、前記装着されたＵＳＢ機器から前記ＵＳＢコネクタを介して当該ＵＳＢ
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機器の機種を表す識別情報が送られると、その識別情報が、内部電源を有する機種を表す
かを判定し、内部電源を有する機種を表す識別情報であると判断した場合、前記電源供給
用端子からの前記ＵＳＢ機器への電源供給を行わないことを特徴とする携帯端末。
【請求項３】
　ＵＳＢマスタとして機能するＵＳＢ機器と接続され、ＵＳＢスレーブとして機能する携
帯端末であって、
　前記ＵＳＢ機器のＵＳＢコネクタが挿入されるＵＳＢポートと、
　前記接続されるＵＳＢ機器が内部電源を有しない場合に、前記ＵＳＢコネクタが前記Ｕ
ＳＢポートに挿入された状態において、前記ＵＳＢ機器の電源端子に接触して前記ＵＳＢ
機器に電源を供給するための、前記ＵＳＢポートとは別に設けられた電源供給用端子と、
　前記電源供給用端子から電源の供給を行う電源モジュールと、
　前記電源モジュールの制御、及び、前記ＵＳＢポートを介した通信の制御を行う制御部
と、を有し、
　前記制御部は、前記ＵＳＢ機器を利用するアプリケーションプログラムが当該携帯端末
において起動された場合に、前記電源モジュールを制御して、前記電源供給用端子から前
記電源の供給を開始し、前記装着されたＵＳＢ機器から前記ＵＳＢコネクタを介して当該
ＵＳＢ機器の機種を表す識別情報が送られると、その識別情報が、内部電源を有する機種
を表すかを判定し、内部電源を有する機種を表す識別情報であると判断した場合、前記電
源供給用端子からの前記ＵＳＢ機器への電源供給を行わないことを特徴とする携帯端末。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の携帯端末において、
　前記制御部は、前記ＵＳＢ機器との接続が確立されると、そのＵＳＢ機器の認証を行い
、認証が成功すると、前記ＵＳＢ機器からドライバをダウンロードして、該ドライバによ
り前記ＵＳＢ機器を制御することを特徴とする携帯端末。
【請求項５】
　請求項１、２および４のいずれか一項に記載の携帯端末と、
　前記携帯端末に取付けられ、ＵＳＢマスタとして機能し、内部電源を有しないＵＳＢ機
器と、を備えるシステムにおいて、
　前記ＵＳＢ機器は、
　前記携帯端末のＵＳＢポートに挿入されるＵＳＢコネクタと、
　前記ＵＳＢコネクタが前記ＵＳＢポートに挿入された状態において、前記電源供給用端
子に接触して、前記電源供給用端子から前記電源の供給を受けるための、前記ＵＳＢコネ
クタとは別に設けられた電源端子と、
　前記電源供給用端子から前記電源端子への前記電源の供給が開始されると、前記ＵＳＢ
コネクタから接続確立要求を出力する第２制御部と、を有することを特徴とするシステム
。
【請求項６】
　ＵＳＢスレーブとして機能する携帯端末と接続され、ＵＳＢマスタとして機能し、内部
電源を有しないＵＳＢ機器であって、
　前記携帯端末のＵＳＢポートに挿入されるＵＳＢコネクタと、
　前記ＵＳＢコネクタとは別に配置され、前記ＵＳＢコネクタが前記ＵＳＢポートに挿入
された状態において、前記携帯端末の電源供給用端子に接触する電源端子と、
　前記電源供給用端子から前記電源端子への電源供給の開始により起動され、前記ＵＳＢ
コネクタから接続確立要求を出力する制御部と、を有し、
　前記制御部は、前記接続確立要求を送信して、前記携帯端末との接続を確立する処理と
、前記携帯端末から接続終了要求が送信されると、接続終了手続を実行する処理とを行う
ことを特徴とするＵＳＢ機器。
【請求項７】
　請求項６に記載のＵＳＢ機器において、
　当該ＵＳＢ機器は、次の（１）から（４）のうちいずれか一つの機器として機能するも
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のであることを特徴とするＵＳＢ機器。
（１）文字入力用キーボード
（２）携帯電話モジュール
（３）ＧＰＳレシーバ
（４）カメラモジュール
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯端末及びこれに用いられるＵＳＢ装置の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ゲーム用の携帯端末として、特許文献1記載の携帯型ゲーム機が知られている。この携
帯型ゲーム機のハウジングには、カメラが回転可能に固定されている。
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１４４０４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、上記従来の携帯型ゲーム機のカメラは常時使用される訳ではない。その一方
で、このようなカメラは携帯型ゲーム機のサイズを大きくする。
【０００５】
　そこで、本発明は、ユーザが利用できる機能を減らさずに、携帯端末の小型化を図るこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一の態様によれば、
　ＵＳＢマスタとして機能するＵＳＢ機器と接続され、ＵＳＢスレーブとして機能する携
帯端末であって、
　前記ＵＳＢ機器のＵＳＢコネクタが挿入されるＵＳＢポートと、
　前記接続されるＵＳＢ機器が内部電源を有しない場合に、前記ＵＳＢコネクタが前記Ｕ
ＳＢポートに挿入された状態において、前記ＵＳＢ機器の電源端子に接触して前記ＵＳＢ
機器に電源を供給するための、前記ＵＳＢポートとは別に設けられた電源供給用端子と、
　前記電源供給用端子から電源の供給を行う電源モジュールと、
　前記電源モジュールの制御、及び、前記ＵＳＢポートを介した通信の制御を行う制御部
と、を有し、
　前記制御部は、前記ＵＳＢ機器を利用するアプリケーションプログラムが当該携帯端末
において起動された場合に、前記電源モジュールを制御して、前記電源供給用端子から前
記電源の供給を開始し、前記電源供給の開始後、所定の時間内に前記ＵＳＢポートが接続
確立要求を受け付けた場合には、前記ＵＳＢ機器との接続を確立し、前記所定の時間内に
前記ＵＳＢポートが前記接続確立要求を受け付けない場合には、前記ＵＳＢ機器の装着を
促すメッセージを出力することを特徴とする携帯端末が提供される。
【０００７】
　また、
　ＵＳＢマスタとして機能するＵＳＢ機器と接続され、ＵＳＢスレーブとして機能する携
帯端末であって、
　前記ＵＳＢ機器のＵＳＢコネクタが挿入されるＵＳＢポートと、
　前記接続されるＵＳＢ機器が内部電源を有しない場合に、前記ＵＳＢコネクタが前記Ｕ
ＳＢポートに挿入された状態において、前記ＵＳＢ機器の電源端子に接触して前記ＵＳＢ
機器に電源を供給するための、前記ＵＳＢポートとは別に設けられた電源供給用端子と、
　前記電源供給用端子から電源の供給を行う電源モジュールと、
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　前記電源モジュールの制御、及び、前記ＵＳＢポートを介した通信の制御を行う制御部
と、を有し、
　前記制御部は、前記ＵＳＢ機器を利用するアプリケーションプログラムが当該携帯端末
において起動された場合に、前記電源モジュールを制御して、前記電源供給用端子から前
記電源の供給を開始し、前記装着されたＵＳＢ機器から前記ＵＳＢコネクタを介して当該
ＵＳＢ機器の機種を表す識別情報が送られると、その識別情報が、内部電源を有する機種
を表すかを判定し、内部電源を有する機種を表す識別情報であると判断した場合、前記電
源供給用端子からの前記ＵＳＢ機器への電源供給を行わないことを特徴とする携帯端末が
提供される。
【０００８】
　本発明の別の態様によれば、
ＵＳＢスレーブとして機能する携帯端末と接続され、ＵＳＢマスタとして機能し、内部電
源を有しないＵＳＢ機器であって、
　前記携帯端末のＵＳＢポートに挿入されるＵＳＢコネクタと、
　前記ＵＳＢコネクタとは別に配置され、前記ＵＳＢコネクタが前記ＵＳＢポートに挿入
された状態において、前記携帯端末の電源供給用端子に接触する電源端子と、
　前記電源供給用端子から前記電源端子への電源供給の開始により起動され、前記ＵＳＢ
コネクタから接続確立要求を出力する制御部と、を有し、
　前記制御部は、前記接続確立要求を送信して、前記携帯端末との接続を確立する処理と
、前記携帯端末から接続終了要求が送信されると、接続終了手続を実行する処理とを行う
ことを特徴とするＵＳＢ機器が提供される。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ユーザが利用できる機能を減らさずに、携帯端末の小型化を図ること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付の図面を参照しながら、本発明に係る実施の一形態について説明する。
【００１２】
　まず、本実施の形態に係る携帯端末の構成について説明する。
【００１３】
　図１及び図２に示すように、本実施の形態に係る携帯端末１００は、筐体を構成する部
材として、各種電子部品（演算装置、左右のスピーカ、ドライブ等）が収容された金属製
の枠状シャシ１２０、シャシ１２０内側の空間をふさぐようにシャシ１２０の両側に取り
付けられた１組の樹脂製ケース（以下、前面ケース、背面ケースと呼ぶ）１１０，１３０
、を有している。
【００１４】
　背面ケース１３０には、ディスクを装着するためのドライブの蓋１３１が、開閉可能に
取り付けられている。
【００１５】
　また、シャシ１２０の外周面には、ドライブの蓋１３１を開閉させるためのオープンボ
タン１２４、電源のＯＮ／ＯＦＦを切り替えるためのパワーボタン１２５、Ｒボタン１２
５Ａ及びＬボタン１２５Ｂが設けられている。シャシ１２０は、前面及び背面ケース１１
０，１３０と比較して剛性が高いため、そのコーナー部に、ストラップのカラビナが取り
付けられるストラップ用孔１２７が形成されている。同様に、強度上の理由から、例えば
、ヘッドホンのプラグが接続されるジャック１２６、充電器（以下、クレドール）の端子
に接続される充電用端子１２８、ＵＳＢ機器のコネクタが接続されるＵＳＢポート１２１
、ＵＳＢ機器に電源を供給するための電源供給用端子１２２Ａ，１２２Ｂ等の接続部品も
、シャシ１２０に設けられている。そして、ＵＳＢポート１２１の両側の位置には、ＵＳ
Ｂ機器を固定するためのネジが締結されるネジ孔１２３Ａ,１２３Ｂが形成されている。
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【００１６】
　本実施の形態においては、携帯端末１００はＵＳＢのスレーブとして、ＵＳＢ機器はＵ
ＳＢマスタとして機能する。このため、携帯端末１００側からＵＳＢ機器との接続を確立
することができない。そこで、本実施の形態においては、ＵＳＢ機器の固定ネジと各ネジ
孔１２３Ａ,１２３Ｂとの締結(すなわちＵＳＢ機器の装着)を携帯端末１００が検知する
ことができるように、シャシ１２０のネジ孔１２３Ａ,１２３Ｂの底部に、所定の深さ以
上に侵入したネジの先端で押し下されるスイッチ(不図示)が設けられている。これにより
、携帯端末１００が、スイッチの出力信号によってＵＳＢ機器の装着を検知すると、ＵＳ
Ｂ機器を起動する、ようになっている。その詳細は後述する。
【００１７】
　なお、ここでは、ＵＳＢ機器の装着を検知するためのスイッチがシャシ１２０のネジ孔
１２３Ａ，１２３Ｂの底部に設けられているが、必ずしも、このようにする必要はない。
例えば、ＵＳＢポート内部に、所定の深さ以上に侵入したＵＳＢコネクタの先端で押し下
されるスイッチを設けてもよいし、電源供給用端子１２２Ａ，１２２Ｂが、電源用端子２
２３により押し下されるスイッチを兼ねるようにしてもよい。
【００１８】
　また、前面ケース１１０には、液晶ディスプレイ１１１、ユーザからの指示を受け付け
る各種ボタン(例えば、ボリューム操作を受け付けるボリュームボタン１１２Ａ、選択指
示を受け付けるセレクトボタン１１２Ｂ、スタート指示を受け付けるスタートボタン１１
２Ｃ、ホームへの復帰指示を受け付けるボタン１１２Ｄ、ディスプレイ１１１のバックラ
イトのＯＮ／ＯＦＦ切替え指示を受け付けるディスプレイボタン１１２Ｅ、サウンドのＯ
Ｎ／ＯＦＦ切替え指示を受け付けるサウンドボタン１１２Ｆ、アプリケーションプログラ
ム等に与えるための各種指示を受け付ける入力可能な操作ボタン１１２Ｇ,１１２Ｈ)、ユ
ーザからの方向指示を受け付けるアナログパッド１１４、携帯端末１００の状態に応じて
点灯／消灯するＬＥＤ(例えば、電源のＯＮ／ＯＦＦ状態を示すＬＥＤ１１３Ａ、携帯端
末１００がＨＯＬＤ状態であるか否かを示すＬＥＤ１１３Ｂ)、ＡＣアダプタまたは後述
の拡張バッテリからのＤＣコネクタが接続されるＤＣ端子１１６が設けられている。さら
に、前面ケース１１０にはダクト孔１１５等が形成されている。
【００１９】
　つぎに、この携帯端末１００に装着される各種アクセサリについて説明する。
【００２０】
　１．ＵＳＢ機器
　上述したように、本実施の形態に係る携帯端末１００は、例えばパーソナルコンピュー
タ等と接続できるように、ＵＳＢのスレーブとして機能する。そして、携帯端末１００の
ＵＳＢポートには、ＵＳＢのマスタとして機能するＵＳＢ機器を装着することができる。
ユーザは、マスタとして機能する各種のＵＳＢ機器のうち、必要とするＵＳＢ機器を適宜
装着し、そのＵＳＢ機器を利用することができる。このように、オプショナルな機器を携
帯端末１００に常時備え付けておかなくても、その機能が必要とされるときにだけ、その
機器を携帯端末１００に装着することができる。このため、ユーザが利用できる機能を減
らさずに携帯端末１００の小型化を図ることができる。
【００２１】
　このようなＵＳＢ機器の具体例として、文字入力用キーボードモジュール、携帯電話モ
ジュール、ＧＰＳレシーバ、カメラモジュール等が挙げられる。以下、これらのＵＳＢ機
器について説明する。
【００２２】
　(１)文字入力用キーボードモジュール
　図３に、文字入力用キーボードモジュールが装着された携帯端末１００を示す。
【００２３】
　文字入力用キーボードモジュール２００は、スタイラスペン４００またはユーザの指等
の接触位置を表す信号を出力するタッチパネル２１０、タッチパネル２１０の出力に応じ
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た信号を携帯端末１００に送信する通信機器２２０を有している。
【００２４】
　タッチパネル２１０には、使用目的に応じたキーに相当する文字(または文字列)または
イラストが記述されており、それらの文字または文字列の記述位置にスタイラスペン４０
０等が接触すると、その位置を表す信号(すなわち、スタイラスペン４００等の接触位置
に記述されている文字等を識別可能な信号)が、タッチパネル２１０から通信装置２２０
に入力される。例えば、文字入力用キーボード機器のタッチパネルには、文字入力に必要
なキー(アルファベット、シフトキー、コントロールキー等)を表す文字(不図示)等が記述
されているため、ユーザは、それらの文字等の記述位置にスタイラスペン４００等を接触
させることによって、入力を意図する文字等を識別可能な信号を通信装置２２０に入力す
ることができる。
【００２５】
　通信機器２２０は、携帯端末１００のＵＳＢポート１２１に適当な遊びをもって挿入さ
れるＵＳＢコネクタ２２１、携帯端末１００のＵＳＢポート１２１にＵＳＢコネクタ２２
１が挿入された状態において携帯端末１００の電源供給用端子１２２Ａ,１２２Ｂに接触
する電源用端子２２３、携帯端末１００のネジ孔１２２Ａ,１２２Ｂにそれぞれ締結され
るネジ２２２Ａ,２２２Ｂを有している。
【００２６】
　(２)携帯電話モジュール
　携帯電話モジュールは、スタイラスペン４００またはユーザの指等の接触位置を表す信
号を出力するタッチパネル、基地局と双方向の無線通信を行うＵＳＢ無線通信装置、を有
している。携帯電話モジュールの外観は、文字入力用キーボードモジュール２００とほぼ
同様であるが、携帯電話モジュールのタッチパネルには、携帯電話機能の使用に必要なキ
ー(テンキー、ホールドキー等)を表す文字等が記述されている。
【００２７】
　(３)ＧＰＳレシーバ
　図４に、携帯端末１００に装着されるＧＰＳレシーバ５００の概観を示す。
【００２８】
　ＧＰＳレシーバ５００は、衛星からの位置測定用電波を受信するためのＧＰＳアンテナ
５１０、ＧＰＳアンテナ５１０が受信した電波に基づき現在位置の緯度及び経度を測定し
、その測定結果を携帯端末１００に送信する通信機器５２０、装着中の携帯端末１００の
背面ケース１３０側に倒れる方向及びその復帰方向に回転可能にＧＰＳアンテナ５１０を
保持するアンテナ姿勢調整用回転軸(不図示)、を有している。
【００２９】
　なお、ＧＰＳアンテナ５１０は、その受信面が水平な状態で感度が良好になる。このた
め、使用中の携帯端末１００の姿勢に応じてＧＰＳアンテナ５１０の受信面の向きを調整
することができるように、ＧＰＳアンテナ５１０は、装着中の携帯端末１００の厚さ方向
Ｃに受信面が向く角度から、携帯端末１００の上方向として予め定められた方向Ｄに受信
面が向く角度(後述のクレドールに携帯端末１００をおいた状態で受信面がほぼ水平にな
る角度)まで回転可能であることが望ましい。
【００３０】
　通信機器５２０は、キーボードモジュールと同様、携帯端末１００のＵＳＢポート１２
１に適当な遊びをもって挿入されるＵＳＢコネクタ５２１、携帯端末１００の電源供給用
端子１２２Ａ,１２２Ｂにそれぞれ接続される電源用端子５２３、携帯端末１００のネジ
孔１２２Ａ,１２２Ｂにそれぞれ締結されるネジ５２２Ａ,５２２Ｂを有している。
【００３１】
　(４)カメラモジュール
　図５に、携帯端末１００に装着されるカメラモジュール６００の概観を示す。
【００３２】
　カメラモジュール６００は、カメラ６１０、カメラ６１０の出力を携帯端末１００に送
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信する通信機器６２０、撮影領域を変更できるようにカメラ６１０を回転可能に保持する
回転軸、を有している。通信機器６２０は、キーボードモジュール等と同様、携帯端末１
００のＵＳＢポート１２１に適当な遊びをもって挿入されるＵＳＢコネクタ６２１、携帯
端末１００の電源供給用端子１２２Ａ，１２２Ｂにそれぞれ接続される電源用端子６２３
、携帯端末１００のネジ孔１２２Ａ，１２２Ｂにそれぞれ締結されるネジ６２２Ａ,６２
２Ｂを有している。
【００３３】
　以上挙げたようなＵＳＢ機器及び携帯端末１００とは、それぞれ、以下の機能構成を有
する。
【００３４】
　携帯端末１００は、図１３に示すように、ネジ孔１２３Ａ,１２３Ｂ内部のスイッチ１
２０１、ＵＳＢ機器のＵＳＢコネクタ(２２１、５２１、６２１等：以下、これらをまと
めてＵＳＢコネクタ１４００)が適当な遊びをもって挿入されるＵＳＢポート１２１、電
源端子１２２Ａ,１２２Ｂからの電源供給を開始または停止を制御する電源モジュール１
２０２、スイッチ１２０１の状態に基づく電源モジュール１２０２の制御及びＵＳＢポー
ト１２１を介した通信の制御等を実行する制御部(ＯＳ及び演算装置等により実現)１２０
０、を有している。
【００３５】
　一方、ＵＳＢ機器は、図１４に示すように、携帯端末１００のＵＳＢポート１２１に挿
入されるＵＳＢコネクタ１４００、携帯端末１００からの電源供給を受ける電源端子(２
２３、５２３、６２３等：以下、これらをまとめて電源供給端子１４０１)、電源端子１
４０１を介して携帯端末１００から供給される電源によって起動されると携帯端末１００
との接続確立処理等を実行する制御部１４０２、を有している。
【００３６】
　以上の機能構成により、ＵＳＢ機器と携帯端末１００との間では、以下の処理が実行さ
れる。
【００３７】
　ｉ）接続確立処理
　ＵＳＢ機器のＵＳＢコネクタ１４００が携帯端末１００のＵＳＢポート１２１内に挿入
され、携帯端末１００のネジ孔１２３Ａ,１２３Ｂにネジ６２２Ａ,６２２Ｂが締結される
と、携帯端末１００の制御部１２００は、ネジ孔１２３Ａ,１２３Ｂ内のスイッチの出力
によって、ＵＳＢ機器の装着を認識する。ここで、ＵＳＢ機器が装着されたと判断する条
件は、２つのネジ孔１２３Ａ,１２３Ｂ内のスイッチの少なくとも一方がＯＮになったこ
と、及び、２つのネジ孔１２３Ａ,１２３Ｂ内のスイッチの双方がＯＮになったことのい
ずれであってもよい。
【００３８】
　携帯端末１００は、ＵＳＢ機器の装着を認識すると、電源モジュール１２０２を制御し
て、電源供給用端子１２２Ａ,１２２ＢからＵＳＢ機器の電源用端子への電源供給を開始
する。この電源供給によりＵＳＢ機器が起動する。起動したＵＳＢ機器の制御部１４０２
は、携帯端末１００を認識して、ＵＳＢコネクタ１４００を介して携帯端末１００に接続
確立要求を送信する。これにより、ＵＳＢ機器と携帯端末１００との間の接続確立処理が
実行される。
【００３９】
　ＵＳＢ機器と携帯端末１００との間の接続が確立されると、携帯端末１００の制御部１
２００は、ＵＳＢ機器の認証を行い、認証に成功すれば、ＵＳＢ機器のドライバ等をＵＳ
Ｂ機器からダウンロードする。その後、携帯端末１００の制御部１２００は、受信したド
ライバ等により、ＵＳＢ機器を制御する。
【００４０】
　なお、ＵＳＢ機器のなかには、内部電源を有しているものもある。このようなＵＳＢ機
器については、ＵＳＢポート１２１内へのＵＳＢコネクタ１４００の挿入によりスイッチ
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が押し下されたとしても、携帯端末１００は、電源供給を行う必要がない。そこで、内部
電源を有するＵＳＢ機器が携帯端末に装着された場合には、ネジ孔内部のスイッチがＯＮ
状態になっても、携帯端末からＵＳＢ機器への電源供給が行われないようにしてもよい。
具体的には、ＵＳＢポート１２１内へのＵＳＢコネクタ１４００の挿入によりスイッチが
ＯＮ状態となり、これにより携帯端末１００の制御部１２００がＵＳＢ機器の装着を認識
した後に、ＵＳＢ機器の制御部１４０２が、ＵＳＢコネクタ１４００を介して、そのＵＳ
Ｂ機器の機種を表す識別情報を携帯端末１００に送信するようにすれば、携帯端末１００
の制御部１２００は、その識別情報が、内部電源を有する機種を表すか否かを判断し、そ
の結果、内部電源を有する機種を表す識別情報であると判断したときには、ＵＳＢ機器へ
の電源供給を行わず、それ以外のときには、ＵＳＢ機器への電源供給を行う、ようにする
ことができる。
【００４１】
　ii）接続終了処理
　携帯端末１００から、ＵＳＢポート１２１を介してＵＳＢ機器に、接続終了要求を送信
すると、ＵＳＢ機器の制御部１４０２が、携帯端末１００との接続の終了手続きを実行す
る。これにより、ＵＳＢ機器と携帯端末１００との接続が終了する。
【００４２】
　携帯端末１００の制御部１２００は、ＵＳＢ機器との接続断を検知すると、電源モジュ
ール１２０２を制御し、電源供給用端子１２２Ａ,１２２ＢからＵＳＢ機器の電源用端子
１４０１への電源供給を停止するとともに、ＵＳＢ機器のドライバ等を削除する。
【００４３】
　なお、ＵＳＢ機器がいきなり引き抜かれた場合等、以上の接続終了処理を経ずに、両ネ
ジ孔内部のスイッチがＯＦＦ状態となることがある。このような場合には、携帯端末１０
０の制御部１２００は、ＵＳＢ機器との接続断を検知し、電源供給用端子１２２Ａ,１２
２ＢからＵＳＢ機器の電源用端子１４０１への電源供給を停止する。
【００４４】
　iii）アプリケーションプログラムからの、ＵＳＢ機器の制御
　ＵＳＢ機器と携帯端末１００との接続が確立すると、携帯端末１００のＯＳは、アプリ
ケーションプログラムからの要求に応じて、ＵＳＢ機器との接続が確立された旨をアプリ
ケーションプログラムに通知する。または、アプリケーションプログラムからの要求によ
らず、ＵＳＢ機器が装着された旨が、ＯＳからアプリケーションプログラムに通知される
ようにしてもよい。以下でいう、ＯＳからアプリケーションプログラムへの通知には、ア
プリケーションプログラムからの要求に応じたもの、および、アプリケーションプログラ
ムからの要求によらないもの、の双方が含まれる。
【００４５】
　ＵＳＢ機器が携帯端末１００に装着されると、携帯端末１００のＯＳは、ＵＳＢ機器が
装着された旨、すなわち、上記条件(少なくともいずれか一方のスイッチがＯＮ状態であ
るとの条件、または、両方のスイッチがＯＮ状態であるとの条件)が満たされた旨をアプ
リケーションプログラムに通知する。この場合、アプリケーションプログラムは、ＵＳＢ
機器の装着の有無を認識することができるため、必要に応じて、ＯＳに、ＵＳＢ機器への
電源供給開始及び停止を要求することができる。例えば、アプリケーションプログラムは
、再接続、リセット等のために、ＵＳＢ機器への電源供給を開始(または、一旦、停止し
てから開始)することも可能である。つまり、実質上、スレーブである携帯端末１００側
から、マスタであるＵＳＢ機器との接続を確立及び終了することができる。
【００４６】
　iｖ）ＵＳＢ機器のパワーマネージメント
　起動後のＵＳＢ機器は、所定の時間操作されないときにはパワーマネージメントモード
に入る。具体的には、ＵＳＢ機器の制御部１４０２は、携帯端末１００に接続終了通知を
行い、携帯端末１００から、この通知に対する承認が通知されれば(携帯端末１００が否
認しなければ)、携帯端末１００との接続の終了手続きを実行する。これにより、ＵＳＢ
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機器と携帯端末１００との接続が終了すると、携帯端末１００の制御部１２００が、電源
モジュール１２０２を制御して、電源供給用端子１２２Ａ,１２２ＢからＵＳＢ機器の電
源用端子１４０１への電源供給を停止、または、ＵＳＢ機器が、自動的に電源をＯＦＦに
する。
【００４７】
　その後、携帯端末１００の制御部１２００は、ＵＳＢ機器を再度起動する必要が生じた
とき、電源モジュール１２０２を制御して、電源供給用端子１２２Ａ,１２２ＢからＵＳ
Ｂ機器の電源用端子１４０１への電源供給を再開する。このとき、携帯端末１００にＵＳ
Ｂ機器のドライバ等が残されていれば、ＵＳＢ機器から携帯端末１００へのドライバ等の
転送は実行されない。また、ＵＳＢ機器の設定パラメータが携帯端末１００に設定されて
いる場合には、そのパラメータが、携帯端末１００からＵＳＢ機器に転送される。これに
より、ＵＳＢ機器が、パワーマネージメントに入る前の状態に復帰する。
【００４８】
　ｖ）携帯端末１００のパワーマネージメント
　携帯端末１００が所定の時間操作されないときに、携帯端末１００の制御部１２００は
、電源モジュール１２０２を制御して、ＵＳＢ機器への電源供給を停止し、さらにスリー
プモードに入る。これにより、携帯端末１００及びＵＳＢ機器の双方が、パワーマネージ
メントモードに入る。ただし、ＵＳＢ機器の種類によっては、携帯端末１００のスリープ
モード中も、携帯端末１００が、ＵＳＢ機器への電源供給を継続し、ＵＳＢ機器からの通
知があると、それに応じてスリープモードから復帰するようにすることもできる。このよ
うにすることによって、例えば、携帯端末１００のスリープ中も、携帯電話モジュールに
電源供給がなされれば、携帯電話モジュールを待ち受け状態にしておくことができる。そ
して、携帯端末１００のスリープ中に、携帯電話モジュールに着呼があったときには、携
帯電話モジュールからの通知に応じて携帯端末１００のスリープモードが解除されるよう
にすればよい。
【００４９】
　なお、本実施の形態においては、ＵＳＢ機器に２本の固定ネジが設けられ、携帯端末に
、それらの固定ネジが締結される２つのネジ孔１２３Ａ,１２３Ｂが設けられているが、
必ずしも、このようにする必要はない。例えば、ＵＳＢ機器の２本の固定ネジのうちの１
本の固定ネジの代わりに、位置決め用ピンを用いてもよい。この場合、携帯端末１００に
は、ＵＳＢ機器の固定ネジが締結されるネジ孔と、ＵＳＢ機器の位置決め用ピンが挿入さ
れる位置決め用孔とが形成されていればよい。
【００５０】
　ところで、以上においては、ＵＳＢ機器の装着を検知するスイッチが携帯端末に設けら
れているが、必ずしも、そのようにする必要はない。そのようなスイッチを携帯端末１０
０に設けずに、例えば、ＵＳＢ機器を利用するアプリケーションが携帯端末上で起動され
たときに、ＵＳＢ機器への電力供給を行なうライブラリが呼び出されるようにしてもよい
。以下、このようにする場合について説明する。
【００５１】
　通常、ユーザは、ＵＳＢ機器を携帯端末１００に装着してから、操作スイッチ等を操作
することによって、ＵＳＢ機器を利用するアプリケーションを携帯端末１００上で起動す
る。そこで、このようなアプリケーションが、起動時に、電源供給用端子１２２Ａ,１２
２Ｂからの電源供給の開始をＯＳに要求するライブラリを呼び出すようにする。このライ
ブラリの呼び出しにより、図６の機能構成が実現される。ただし、この場合の制御部１２
００が実行する処理は、以下の点において、前述の場合と異なっている。
【００５２】
　ライブラリが起動されると直ちに、制御部１２００は、電源モジュール１２０２を制御
して、電源供給用端子１２２Ａ,１２２Ｂからの電源供給を開始する。すなわち、前述の
場合と異なり、制御部１２００は、ＵＳＢ機器が装着されているか否かを判断せずに電源
供給を開始する。



(10) JP 4773498 B2 2011.9.14

10

20

30

40

50

【００５３】
　このときＵＳＢ機器が携帯端末１００に装着されていれば、そのＵＳＢ機器は、この電
源供給により起動する。これにより、ＵＳＢ機器は、図７の機能構成を実現し、前述の場
合と同様な処理を実行する。具体的には、ＵＳＢ機器の制御部１４０２は、ＵＳＢコネク
タ１４００から接続確立要求を出力する。この接続確立要求に応じて、携帯端末１００の
制御部１２００は、ＵＳＢ機器の制御部１４０２との間で接続確立処理を実行する。
【００５４】
　これによりＵＳＢ機器と携帯端末１００との間の接続が確立されると、携帯端末１００
の制御部１４０２は、ＵＳＢ機器の認証を行う。その結果、認証に成功すれば、携帯端末
１００の制御部１４０２は、ＵＳＢ機器のドライバ等をＵＳＢ機器からダウンロードする
。その後、携帯端末１００においては、ライブラリからアプリケーションに処理が戻り、
アプリケーションからＵＳＢ機器を使用可能となる。
【００５５】
　一方、ＵＳＢ機器が携帯端末１００に装着されていなければ、ＵＳＢ機器からの接続確
立要求が携帯端末１００に送信されることはない。このため、携帯端末１００の制御部１
４０２は、ＵＳＢポートの未通信状態が所定の時間継続したら、ＵＳＢ機器が未装着であ
ると判断して、アプリケーションにエラーを返す。アプリケーションは、ＵＳＢ機器の装
着及びアプリケーションの再起動を促すメッセージを、液晶ディスプレイ１１１等から出
力する。
【００５６】
　以上においては、ＵＳＢ機器の具体例として、文字入力用キーボードモジュール、携帯
電話モジュール、ＧＰＳレシーバ、カメラモジュールを挙げたが、どのような機能を実現
する機器であっても、本実施の形態に係るＵＳＢのマスタとして用いることができる。
【００５７】
　２．ストラップ
　図６は、ストラップ７００のカラビナ７４１がストラップ用孔１２７に取り付けられた
携帯端末１００の外観図である。
【００５８】
　ストラップ７００は、ヘッドフォン７１０Ａ,７１０Ｂ、ユーザの首等にかけられるテ
ープ状のベルト７３０、ベルト７３０が輪状になるようにベルト両端を束ねた留具７３１
、留具７３１が固定されるナラビナ７４１付き留具７４０、を有している。ベルト７３０
の素材は、携帯端末１００を保持可能な適当な強度と、首にかけた状態で携帯端末１００
の使用に支障をきたさない適当な可撓性とを有する絶縁材料であれば、どのようなもので
あってよい。このベルト７３０には、携帯端末１００を操作するための複数のボタン７５
０が貼り付けられており、これらのボタン７５０からのワイヤはベルト内部に埋め込まれ
ている。このため、携帯端末１００を操作するためのリモートコントローラを取り付ける
必要がなく、その分、ユーザの首にかかる負担を少なくすることができる。
【００５９】
　さらに、ヘッドフォン７１０の左右レシーバ７１１Ａ,７１１Ｂからのワイヤ７１２Ａ,
７１２Ｂが、留具７４０から適当な長さの位置からベルト内部に埋め込まれ、ボタン７４
０のワイヤと束ねられた状態で、留具７３１を介して留具７４０の穴から外部に引き出さ
れている。携帯端末１００のジャック１２６に接続されるプラグは、留具７４０から引き
出されたワイヤ束の先端に取り付けられている。
【００６０】
　さらに、このストラップ７００には、周辺環境のノイズと逆位相の音を出力することに
よってノイズを低減する円形のノイズキャンセラ７２０に取り付けられている。図７に示
すように、このノイズキャンセラ７２０は、外周面に、ノイズキャンセラのＯＮ／ＯＦＦ
を切り替えるためのスイッチ７２１が取り付けられ、一方の側面に、輪状のベルト７３０
を挿入するためのベルト通し口を形成するコ形のベルトアジャスターパーツ７２３が取り
付けられている。ノイズキャンセラ７２０は、ベルト７３０とベルトアジャスターパーツ
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７２３との摩擦によってベルト７３０に固定され、ベルト７３０がユーザの首にかけられ
た状態において、ユーザの首後部に位置付けられる。ユーザの首周りのベルト長さは、ベ
ルト７３０をベルト通し口から留具側方向Ａまたはその反対側方向Ｂに引き出し、留具７
４０からアジャスターパーツ７２３までの距離を変えることによって調整することができ
る。なお、ノイズキャンセラ７２０の他方の側面の中央領域には、必要に応じて、例えば
、装飾部品、操作ボタン等のパーツ７２４を取り付けることが可能である。
【００６１】
　ここでは、ユーザの首にかけるベルトとしてテープ状ベルト７３０を用いているが、必
ずしも、このようにする必要はない。例えば、図８に示すように、そのようなテープ状ベ
ルト７３０の代わりに、携帯端末１００の操作ボタンが形成されていない紐状ベルト７３
０'を用いてもよい。ヘッドフォンのワイヤ７１２Ａ,７１２Ｂは、テープ状ベルト７３０
の場合と同様、この紐状ベルト７３０'内部に埋め込まれ、束ねられた状態でカラビナ付
き留具(不図示)から外部に引き出されている。なお、携帯端末１００のジャック１２６に
接続されるプラグも、テープ状ベルト７３０を用いた場合と同様に、留具から引き出され
たワイヤ束の先端に取り付けられている。
【００６２】
　このような紐状ベルト７３０'を用いたストラップに携帯端末１００の操作ボタンを形
成したい場合には、例えば、紐状ベルト７３０'とカラビナ付き留具との間を、携帯端末
１００の操作ボタンが貼り付けられた適当な長さのテープ状ベルトで連結すればよい。
【００６３】
　さらに、この紐状ベルト７３０'にも、ノイズキャンセラ７２０と同様な機能を有する
ノイズキャンセラ７２０'が取り付けられている。ただし、このノイズキャンセラ７２０'
の一方の面側には溝が挿入されており、この溝内部に、紐状ベルト７３０'の両端部が一
本に束ねられた状態で、この溝内部に挿入されている。そして、このノイズキャンセラ７
２０'の一方の側面には、アジャスターパーツ７２３の代わりに、ノイズキャンセラ７２
０'の溝底との間に紐状ベルト７３０'を挟み込むグリップ７２５が取り付けられており、
このグリップ７２５の傾きを調整することによって、紐状ベルト７３０'に対してノイズ
キャンセラ７２０'を固定することできる。
【００６４】
　３．クレドール
　図９に、携帯端末１００の内部バッテリを充電するためのクレドール８００を示す。
【００６５】
　クレドール８００は、携帯端末１００のシャシ１２０に対応する位置に２本の溝８０２
Ａ,８０２Ａ'が形成された保持部材８０２、保持部材８０２の一方の溝８０２Ａ内部にシ
ャシ１２０が挿入された状態の携帯端末１００の充電用端末１２８に接触するように設け
られた電源端子８０９、携帯端末１００の背面ケース１３０のドライブ蓋１３１以外の領
域に接触する支持板８０５、保持部材８０２及び支持板材８０５が固定された台座８０１
、台座８０１を保持する回転軸８０４、ディスプレイ１１１を水平面に傾斜させる方向に
回転可能に回転軸８０４を保持する脚８０３Ａ付きのベース８０３、電源と電源端子８０
９とを接続するためのコード及びプラグ(不図示)を有している。このようなクレドールに
よれば、ユーザの視線が充電中の携帯端末１００のディスプレイ１１１に向くように、ベ
ース８０３に対する台座８０１の傾斜角度を調整することができる。
【００６６】
　４．拡張バッテリ
　図１０に、携帯端末１００に接続される拡張バッテリを示す。
【００６７】
　拡張バッテリ９００の外周面には、ＡＣアダプタからのコードのコネクタが接続される
端子９０４、携帯端末１００のＤＣ端子１１６からのコードのコネクタが接続される端子
(不図示)が設けられている。また、拡張バッテリ９００の一方の面には、充電量及び充電
残量のいずれか一方の量を示すインジケータ９０１、インジケータ９０１が示す量を切り
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この拡張バッテリ９００を介在させることによって、ユーザは、この拡張バッテリ９００
及び携帯端末１００の内部バッテリの双方を充電させながら、携帯端末１００を操作する
ことができる。このとき、インジケータ９０１が充電量を示すようにすれば、ユーザは、
インジケータ９０１から充電完了タイミングを確認することができる。拡張バッテリ９０
０からＡＣアダプタをはずしたときには、インジケータ９０１が充電残量を示すようにす
れば、ユーザは、再充電のタイミングをインジケータ９０１から確認することができる。
【００６８】
　さらに、拡張バッテリの他方の面には、複数本のガイド９０３Ａが形成された板材９０
３の一端が固定されている。この板材９０３に、例えば、ユーザの衣類等に拡張バッテリ
を固定するためのパーツが取り付けられたコの字型クリップをガイド９０３Ａに沿って挿
入すれば、携帯端末１００に接続中の拡張バッテリの持運びの便を図ることができる。具
体例を挙げると、図１１に示すような、衣類等に差し込むためのクリップ９１０の一端が
固定されたコの字型クリップ９１０、図１２に示すような、ユーザの腕に装着するベルト
９２１が固定されたコの字型クリップ９１０を板材９０３に取り付けることができる。
【００６９】
　ここでは、ユーザの衣類等に拡張バッテリを固定するためのパーツが取り付けられたコ
の字型クリップを例に挙げたが、板材９０３に取り付けられるコの字型のクリップには、
その他の目的のパーツを取り付けることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施の形態に係る携帯端末の外観を説明するための図である。
【図２】図１の携帯端末の背面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る文字入力用キーボードモジュールの外観を説明するた
めの図である。
【図４】本発明の実施の形態に係るＧＰＳモジュールの外観を説明するための図である。
【図５】本発明の実施の形態に係るカメラモジュールの外観を説明するための図である。
【図６】本発明の実施の形態に係るストラップ付き携帯端末の外観図である。
【図７】本発明の実施の形態に係るノイズキャンセラの外観を説明するための図である。
【図８】本発明の実施の形態に係るストラップの正面図及び側面図である。
【図９】本発明の実施の形態に係るクレドールの外観を説明するための図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係る拡張バッテリの外観を説明するための図である。
【図１１】本発明の実施の形態に係る、クリップ付きクリップが付けられた拡張バッテリ
の背面図である。
【図１２】本発明の実施の形態に係る、ベルト付きクリップが付けられた拡張バッテリの
背面図である。
【図１３】本発明の実施の形態に係る携帯端末の機能構成図である。
【図１４】本発明の実施の形態に係るＵＳＢ機器の機能構成図である。
【符号の説明】
【００７１】
１００…携帯端末、１１０…前面ケース、１１１…液晶ディスプレイ、１１２Ａ～１１２
Ｈ…ボタン、１１４…マイクロフォン、１１３Ａ，１１３Ｂ…ＬＥＤ、１１６…ＤＣ端子
、１３０…背面ケース、１２１…ＵＳＢポート、１２２Ａ，１２２Ｂ…電源供給用端子、
１２３Ａ，１２３Ｂ…ネジ孔、１２４…オープンボタン、１２５…パワーボタン、１２６
…ヘッドホン用ジャック、１２８…充電用端子、１２７…ストラップ用孔、２００…文字
入力用キーボードモジュール、４００…スタイラスペン、５００…ＧＰＳレシーバ、６０
０…カメラモジュール、７００…ストラップ、７２０…ノイズキャンセラ、８００…クレ
ドール、９００…拡張バッテリ
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